
水田基盤を活用した肉用牛繁殖経営
－飼料稲の利用による口蹄疫からの経営再建－

岩切治俊さん・辰江さん（肉用牛繁殖経営・宮崎県宮崎市）
萬 田 富 治

（一社）日本草地畜産種子協会主催の第４回全国自給飼料生産コンクールで表彰され

た優良事例を４回にわたり紹介します。第１回目は最優秀賞（農林水産大臣賞）受賞

の岩切治俊さん・辰江さんの経営です。

建設業から就農

岩切さんは二級建築士（国家資格）であり

建設業に従事していましたが、平成６年に離

職し、４５歳から新規に２０頭規模の肉用牛繁殖

経営を開始しました。

管内の肉用牛繁殖経営の平均飼養頭数は

１６．１頭と小規模ですが、本経営は現在飼養頭

数１００頭と大規模です。平成２１年には後継者

が就農し、補助事業を活用して牛舎等を整備

してきました。平成２２年に県内で発生した口

蹄疫により、岩切牧場も肉用繁殖牛７０頭・子

牛５５頭を全頭処分しました。しかし、口蹄疫

が終息後、地域で一番早く肉用牛の導入を開

始し、現在では口蹄疫発生前の飼養頭数を上

回るまでに回復しました。

飼料稲導入の動機と経過

安定した経営を行うため、自給粗飼料生産

を重視し、平成６年の就農と同時に、県内で
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は初めて飼料稲栽培を開始しました。飼料稲

に取り組んだ理由は以下の通りです。

①当地域は水田農業が中心で、排水不良田が

多く、長大飼料作物の栽培に適していない

こと。

②担い手不足のため休耕田が増え、水田の荒

廃が懸念されていたこと。

③飼料稲の作付けが農業経営安定対策の切り

札となり、地域に貢献できること。

以上のような地域農業の状況から、岩切さ

んは徐々に集落内の水田を集積し、肉用牛経

営の規模拡大に併せて飼料稲の栽培面積を拡

大し、現在では２２ha に飼料稲を作付けして

います。

また、作業効率の改善のため、平成２２年に

コンバイン型専用収穫機＋自走式ラップマシ

ンを導入して作業効率を向上し、稲WCSの

高品質化に取り組んできました（写真１）。

平成２６年からは県機関や民間企業と連携し

て飼料用米の生産を開始し、導入した粉砕機

（写真２）でモミ米サイレージの調製に取り

組み、平成２８年には約５．２ha まで作付け面積

を拡大しています。

研究意欲も旺盛で、自家産牛を利用したモ

ミ米サイレージの給与試験（モミ米サイレー

ジ区：４０頭、モミ米サイレージ＋配合飼料

区：２０頭、配合飼料区：３０頭）を実施し、血

液検査や増体などを調査して、モミ米サイ

レージは配合飼料の代替飼料として利用でき

ることを明らかにし、購入飼料費の大幅な削

減を達成しました。

（写真１）稲WCS （写真２）籾米粉砕機

（写真３）手作りのスタンチョン （写真４）手作りの子牛用飼槽
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建築士の経験を生かした
管理しやすい牛舎建設
就農時に地域内で圃場整備が行われたた

め、持ち山の山土を圃場整備に提供し、山土

採取後の平地には建設業の従事経験を生かし

て、伐採した木材を利用した牛舎を建設して

います。以降、２号、３号牛舎（畜産公共事

業）を建設し、規模拡大を図ってきました。

なお、牛舎は作業性や牛の快適性を確保する

ために自家労力で各種の改造を行っています

（写真３、４）。このように岩切さんは建設

業に従事していた経験と専門知識を生かし

て、管理が楽な施設整備を進め、地域振興に

も積極的に貢献しています。

稲WCS・モミ米サイレージ
の生産
稲WCS生産には２１．２ha 分を利用し、そ

の内訳は、８．２ha（借地７．５ha）が自己生産

管理、残り１３．０ha は稲作農家が栽培してお

り、収穫は岩切さんが行っています。

さらに平成２６年から飼料用米を５．２ha（借

地４．５ha）で栽培、河川敷などでは２．０ha（借

地２．０ha）にイタリアン、エン麦を作付けし

ています。

稲WCSは宮崎県育成品種「ミナミユタ

カ」、飼料用米は「モミロマン」を選定し、

３年前に低コスト栽培を目的に直播、鉄コー

ティングを実施しました。しかし期待した結

果は得られなかったので、直播栽培は難しい

と判断し、現在は移植で行っています。移植

苗は県が採種圃を持っており、JAが育苗す

るため、５００円／箱の低価格で購入していま

す。１０a当たり使用箱数は、倒伏防止のため

４月植えが１８箱、５月植えが１６箱と移植時期

で変えています。

飼料用米の収量は近隣平均より多く、全量

をモミ米サイレージに調製しています。稲の

病害防除作業にはドローン（４ℓ搭載）を導

入する（写真６）など新技術も取り入れてい

ます。

モミ米サイレージ用の飼料用米の収穫作業

は、刈り取り→運搬→粉砕→フレコン詰め込

みの流れ作業を一挙にこなすため、従事人数

が１０人必要で、そのうち詰め込み作業だけで

３人必要です。

当初はフレコンバックで、粉砕したモミ米

に乳酸菌を添加し、脱気や密閉作業を行って

いましたが、保管中に穴が開けばカビが発生

するという欠点があるため、市販のサイロで

密封貯蔵する方式に変更する予定です（写真

５）。また、モミ米サイレージは主に肉用牛

繁殖成雌牛に給与し、粗飼料自給率は１００％

を達成しています。

飼養管理

繁殖雌牛（維持期）に稲WCSを８．０kg／

（写真５）モミ米サイレージ用の密閉容器
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日、モミ米サイレージを２．０kg／日、イタリ

アンライグラス５．０kg／日を給与し、分娩前

後には配合飼料を２．０kg／日を補給していま

す。モミ米サイレージの給与により、配合飼

料を１kg削減しました。粗飼料は親牛には

購入していませんが、子牛には購入チモシー

を給与しています。平均分娩間隔は１２．７５ヵ

月程度です。

雄子牛は生後５ヵ月で JAキャトルステー

ション（子牛預託施設）に預託し、そこから

出荷されます。預託頭数は常時２０頭で、出荷

期の判断は JAが行いますが、所有者の意向

も汲まれる仕組みです。

後継牛は自家育成を基本としていますが、

平成２８年には１０頭を導入しています。

ひこばえの放牧利用

飼料稲の再生草（ひこばえ）を利用するた

め、牛舎に隣接する水田で試験的に放牧を開

始しています（写真７）。なお、肝蛭感染の心

配があるため、予防に薬剤を投与しています。

ふん尿処理

敷地内に堆肥舎・堆肥置き場が３ヵ所あ

り、フロントローダーで１日３回切り返しを

行ない、約１８０日で仕上げています。搬出作

業用ピットと手作りの屋根に、道路との段差

をつけた堆肥置き場を兼ねたスペースを確保

し、堆肥搬出期の作業性を高めています（写

真８）。堆肥舎にはエアレーションブロアを

敷設していますが電気代がかさむので、経費

節減のため、現在は稼働していません。ま

た、おがくずを４ｔ車（３万円）で購入して

おり、おがくず支出は年間１５０万円程度にな

ります。完熟堆肥は圃場へ施用し、一部は近

隣の消費者へ無料配布しています。

経営成果

主要な経営数値を表１に示しました。粗飼

料自給率（TDN換算）は１２６．３％、飼料自給

率（TDN換算）は８８．７％と高く、自給飼料

生産コストは１２４円／TDN㎏、所得率は

３５．９％、家族労働力１人当たり年間所得額は

１００３万３０００円、成牛１頭当たりの年間所得額

は３０万１９００円と安定した経営となっていま

す。

評価と普及性

岩切牧場のある集落の農家戸数は６０戸、水

田面積の合計は４３ha で、このうち半分の２２

（写真６）農薬散布用ドローン （写真７）ひこばえの放牧利用
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ha で飼料稲を生産しています。岩切さんは、

飼料用米の新技術を農研機構、県研究機関と

連携・協力して開発し、モミ米サイレージ、

二毛作、ひこばえの水田放牧（写真７）、ド

ローン活用（写真６）による稲の病害防除等

を実用化しています。このほかにも実用的な

技術を研究機関等との連携で次々に開発して

おり、施設の隅々まで二級建築士の技能を生

かした工夫を見ることができます。また、農

場内は植栽のほか、整理・清掃が行き届いて

おり、休憩場所を設置し、地域に開かれた農

場運営も心がけています。

岩切さんは口蹄疫で大きな打撃を受けまし

たが、いち早く経営を再開し、地域の総水田

面積の約半分ほどに飼料稲を作付けして、収

穫作業を受託する等、水田の有効活用に取り

組んでいます。また、飼料生産基盤を地域に

賦存する水田に置き、水田での飼料生産で水

田農家の年齢や能力に応じた栽培管理を工夫

し、共同であぜ草刈りなども行うなど、地域

農業の維持に貢献しています。このような高

齢化する水田農家の支援を行う取り組みは高

く評価されます。

肉用牛経営も法人化で家族の業務分担が明

確になり、経営の安定性や持続性においても

優れた経営です。地域の畜産農家のリーダー

的存在で数々の先導的な技術開発に取り組ん

でおり、経営成果や技術数値も優れていま

す。

今後の目標

今後の目標は、飼養規模は現状を維持し、

生産性の向上で経営の安定化を目指していま

す。また、さらなる飼料自給率向上のため、

２条大麦などの国産飼料用穀物生産や、飼料

用米を利用した牛肉生産を行う肉用牛一貫生

産に取り組む予定です。

また、国・県の試験場とも連携して、各種

展示圃等に協力し、先進的な粗飼料生産技術

の開発にも取り組むことにしており、今後さ

らなる安定した経営の発展が期待されます。

（筆者：（一財）生物科学安全研究所 顧問）

肉用牛飼養頭数 飼料作物・飼料稲作付延べ面積 労働力 分娩間隔 子牛増体量
頭 ａ 人 カ月 kg

成牛 ９０ ミナミユタカ ８１７ 家族 ３ １２．８ １
育成牛 １０ モミロマン ５２４ 常雇 ０．５
子牛 ７０ イタリアンライグラス ２８０ 臨雇 ０
計 １７０ エン麦 ２０６ 計 ３．５

野草 ２００ 平均産次数：３．９産
計 ２０２７ 成牛１頭当たりの年間所得額：３０１．９千円

粗飼料自給率（繁殖牛）：１２６．３％ TDN自給率：８８．７％ 平均子牛出荷月齢：９．２カ月

（表１）経営数値の概要

（写真８）散布前の堆肥ピット
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家畜飼養の基本講座 第４回
『乳用牛の育成』

日本大学生物資源科学部獣医学科 住 吉 俊 亮

育成牛の発育目安

第４回は乳用牛の育成管理についてお話し

させていただきます。

乳用牛は２４カ月齢までに分娩させることを

目標として、飼養管理を行います。もっと早

い２２カ月齢あるいは２０カ月齢での分娩を目指

そうという話も耳にしますが、遅くとも２４カ

月齢までの分娩を目指しましょう。２４カ月齢

までに分娩させるためには１３～１５カ月齢の間

には受胎させなければならないということに

なります。このためには、１２～１３カ月齢まで

に初回種付けを行うことが可能な、体重、体

高まで発育し、なおかつ正常な発情周期を営

んでいる必要があります。

図１、２に日本ホルスタイン協会の体高と

胸囲の発育標準値の範囲を示しました。どう

でしょう。みなさんの牧場の育成牛は標準発

育曲線内、あるいはそれより上にあるでしょ

うか？日常的に体重を測定することができる

農場は、なかなかないと思いますので、この

ような体高や胸囲を指標として育成牛が適正

に発育しているか定期的にチェックするとよ

いと思います。

増体量としては１日当たり１kg未満、

０．８～０．９kg を目標とします。最終的に初回

種付けを行う１２～１３カ月齢時に、体高１２５cm

以上、体重３５０kg 以上になることを目標とす

るとよいでしょう。発育が良好であれば８～

１０カ月齢には初回排卵が起こり、性成熟に達

します。１０カ月齢未満での種付けは早過ぎる

と思いますが、それ以降は体高が目標とする

基準に達していれば、月齢はあまり気にする

必要はありません。

（図２）ホルスタイン種雌牛・標準発育値（胸囲）
日本ホルスタイン登録協会

（図１）ホルスタイン種雌牛・標準発育値（体高）
日本ホルスタイン登録協会
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育成牛への給餌と飼養管理

Q１ どうしたら早い段階から、食い込

みのいい、肋張りの良い牛になります

か？

A 肋張りが良い状態とは、腹が良くで

きている、つまり第一胃がよく発達し

ていることにより、腹囲が大きく、肋

骨が張り出して見えるような状態を指

します。ですから、育成時期にしっか

りとした、良い第一胃を作ってあげな

ければいけません。

良い第一胃を作るためにまず重要と

なるのは、連載第２回目でもお話しし

ましたが、出生後早い時期（出生後

３～４日）からスターターを給与する

ことです。早い時期からスターターを

給与することにより、第一胃に生えて

いる絨毛が発達します。第一胃内に絨

毛が密に生えることにより第一胃の表

面積が広がり、エネルギー源となる揮

発性脂肪酸（VFA）の吸収量が増加

します。

また離乳後から３カ月齢まではス

ターターを１日上限２．５～３．０kg 給与

するとともに、細断した高品質の乾草

（チモシー、ルーサン等）に加え、水

を十分にあげましょう。

続く３カ月齢から６カ月齢までの「成長前

期」は、子牛の増体量が大きいため、この時

期の適切な飼養管理は重要となります。特に

飼料中のタンパク質とエネルギーのバランス

が重要です。具体的には飼料乾物の組成とし

て、粗タンパク（CP）１６％、エネルギー

（TDN）７０％程度を目標として給与するこ

とが推奨されています。

寒い時期には、体での熱産生にエネルギー

が消費されますので、TDNを増加します。

この時期も乾草は高品質な物を不断給餌し、

水をいつでも飲めるようにしてあげましょ

う。また、群飼養するのであれば、なるべく

食い負けする牛が出ないように、適切な頭数

で、なるべく同等の体格の牛で群を作るよう

にすることが重要です。

続く６カ月齢から１２カ月齢の「成長中期」

は乾物摂取量が増えてきます。また、体高の

成長は鈍ってきますが、一方で乳牛にとって

重要な乳腺組織が急激に発達してくる時期で

す。この時期に乳房組織に脂肪細胞を多く沈

着させると、乳腺実質の発育が阻害され強健

な乳房が形成されません。この時期の給与飼

料については飼料乾物の組成で、CP１５％前

後、TDN６５～６８％が推奨されています。ま

た、過肥を避けるために BCS（ボディコン

ディションスコア）を時々チェックします。

BCSは３．０～３．２５の範囲内にとどめましょ

う。

以上育成期における飼養管理についてお話

ししてきましたが、重要なのは発育状況が適

切であるかどうかをモニターするために、定

期的に体高、体重、BCSをチェックするこ

とです。これにより育成牛の発育状況が標準

発育曲線から大きく下回るようなら、育成管
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理を見直す必要があります。

日々の作業の中で、なるべく牛にストレス

を与えることなく簡易に測定できるように、

柱や壁に目安の印をつける、または自分の体

のみぞおちや肩など、どこかの部位までの高

さをおおよその目安にする等を行うとよいで

しょう。

除角

Q２ 牛にとって、除角はいつごろ行う

のが一番いいでしょうか？

A 酪農場では、家畜の管理を容易にす

るために、多くの牧場で除角を実施し

ていると思います。地区によっては年

に何回か青壮年部が巡回で行っていた

り、あるいは獣医師に依頼したり、農

場主さんが自分で実施したりと実施時

期、方法はいろいろだと思います。実

施時期については、なるべく小さいう

ちに行った方が、労力や牛へのストレ

スは軽減されます。

デホーナー（焼きゴテ）のみを用いて行う

ことができる生後７～１０日を目安に、角の周

囲を焼烙器で焼くのが牛へのストレス、実施

者の労力、感染症のリスクが低く、お勧めの

方法です。生後３カ月齢を超えるとデホー

ナーのみでは除角できないので、除角器を用

いて角を切った後にデホーナーで焼烙する必

要があります。

除角器を用いた除角では出血を伴うため、

感染症、特に白血病への感染が危惧されま

す。除角器の消毒は徹底しましょう。

さらに容易でお勧めな除角法は除角ペース

トを用いた除角です。これは強アルカリ性の

ペーストを角の生えてくる部位に塗布し、角

芽細胞を焼くことにより除角する方法です。

生後１週齢以内を目安に、塗布部位の毛を

刈った後に、１００円玉位の範囲に薄く塗布し

ます。このときは自分の手が溶けるのを防ぐ

ために必ず手袋をしてください。塗布後２～

３時間は違和感があるのか頭を振ったり、柱

や壁にこすりつけたりすることがあります。

薬剤が取れてしまわないように注意が必要で

す。また、塗布後２日間程度は舐めてしまっ

たりしないように、ほかの子牛との接触を避

ける必要があります。以上のことに留意すれ

ば、除角ペーストによる除角は、作業が楽で

低コスト、牛へのストレスも非常に少ない方

法です。

いずれの方法で除角を行うにしても、アニ

マルウェルフェアの観点から、処置中の鎮静
（写真１）除角ペースト。購入は獣医師や薬屋さんに相

談してみてください。
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剤、局所麻酔の使用、処置後の消炎鎮痛剤の

使用が推奨されます。鎮静をかけて行うの

で、このとき同時に耳標装着、副乳頭の

チェックを行いましょう。

また除角は子牛にとって大きなストレスで

すから、健康状態をよく観察し、ほかのスト

レスとなる離乳や群分けの時期と重ならない

ように実施しましょう。

初回授精

前述したように、体高が１２５cmを超え、

周期的に発情が来ているのが確認できれば人

工授精を行いましょう。初産時の難産を心配

して和牛を種付けしたり、和牛の ETを利用

することも多いですが、育成牛は牛群の中で

遺伝的に最も進んでいる牛たちです。牧場の

牛群の遺伝的能力を向上させるためには、で

きれば乳牛を種付けしたいものです。授精時

の発育具合、使用したい精液の分娩難易度、

牧場の改良方針等を考慮し使用精液を決めま

しょう。

未経産牛は受胎率も高いので、性選別精液

を使用することもお勧めです。特に乳牛を種

付けする場合は、近親交配にならないように

近交係数に気を配ります。また、食べた牧草

に混じった釘などの金属が消化器官を傷つけ

ないよう、初回授精時に、セットでパーネッ

ト（磁石）を投与するとよいと思います。

妊娠から分娩までの管理

授精を行い、その後妊娠が確認されたら分

娩に向けてさらに体を大きくしてあげなくて

はいけません。この時期の栄養状態は初産後

の乳量に影響します。

具体的には、分娩時の体重６００kg 程度、体

高１４０cm以上、BCSは３．２５～３．５を目標に飼

養管理します。給与飼料については飼料乾物

の組成で、CP１４％程度、TDN６７％程度が推

奨されています。配合飼料は BCSを見なが

ら給与しましょう。

分娩２カ月前からは胎児の発育に伴って栄

養要求量が増加します。BCSを維持しつつ

飼料給与量を増やしていきます。

なお、初産牛の場合、分娩予定日を１週間

過ぎると難産等による事故が増加します。分

娩予定日を１週間以上過ぎても分娩しない場

合、もう一度種付け日を確認して、間違いな

ければ分娩誘起を行うことをお勧めします。

次回は肥育牛の育成管理を予定しています。

（筆者：日本大学 生物資源科学部獣医学科
獣医産業動物臨床研究室 専任講師）

（写真２）写真は牛ではなく山羊ですが、除角ペースト
はこのように塗布します
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畜産データボックス畜産データボックス

全国 北海道・東北 関東 北陸 東海 近畿 中国・四国 九州・沖縄
回 答 者 数 ８６８ ２１９ ２６０ ５２ ５７ ２１ ６９ １９０
廃 業 報 告 ６８ １１ １０ ９ ６ ０ ９ ２３
無 効 回 答 数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
有 効 回 答 数 ８００ ２０８ ２５０ ４３ ５１ ２１ ６０ １６７

経営者の
性別

男 ７１３ １９６ ２２３ ４０ ４７ １６ ５３ １３８
女 ２０ １ ５ １ ２ １ ０ １０
不明 ６７ １１ ２２ ２ ２ ４ ７ １９

平 均 年 齢 ５８．４ ５７．６ ５９．８ ５９．５ ５８．１ ６１．４ ５５．７ ５７．５
年齢の回答数 ７９９ ２０７ ２５０ ４３ ５１ ２１ ６０ １６７

平成２９年度養豚農業実態調査全国集計結果から
①経営関係、飼養頭数

（一社）日本養豚協会は平成３０年３月に、平成２９年度養豚農業実態調査全国集計結果を公

表しました。この調査は（独）農畜産業振興機構の養豚経営安定対策補完事業により実施し

たもので、養豚業におけるコスト削減や生産性の向上の取り組み等の実態把握・分析をする

ことにより、養豚経営の体質強化に資することを目的に実施したものです。

調査方法は都道府県にある養豚生産者組織及び（一社）日本養豚協会が把握している全養

豚生産者に対し調査票（３６３３件）を配布し、回答が得られた８６８件のうち、経営中止、休業

等の無効回答及び廃業を除いた８００経営体について全国、地域別、子取り用雌豚頭数規模別

等で集計・分析したものです。調査項目は経営形態、従業員数、後継者の有無、種豚頭数、

飼養頭数、肉豚出荷状況、事故率など提携設問のほか、最近の課題となっている給与資料、

アニマルウェルフェア、農場HACCP、チェックオフ制度なども含まれています。

今回はその中から経営関係、飼養頭数の調査結果を掲載します。（編集部）

調査回答状況

●回答数・性別・年齢（地域別）

① 平成２９年度の調査（平成２９年８月１日現

在）は、「平成２８年度養豚基礎調査で回

答があった養豚経営者又は農場責任者」

と「都道府県養豚協会等が確認できてい

る養豚経営者又は農場責任者」を対象

３，６３３経営体に行い、回答が得られたの
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全規模 １～１９頭 ２０～４９頭 ５０～９９頭 １００～１９９頭 ２００～４９９頭 ５００～９９９頭 １，０００頭以上

経営体
（数） ３６９ １５ ４０ ５９ ８７ ７７ ４５ ４６
（％） １００．０ ４．１ １０．８ １６．０ ２３．６ ２０．９ １２．２ １２．５

全規模 １～３９９頭 ４００～９９９頭 １，０００～１，９９９頭 ２，０００～３，９９９頭 ４，０００～９，９９９頭 １０，０００～１９，９９９頭 ２０，０００頭以上

経営体
（数） ３７８ ２５ ４８ ６２ ７５ ７９ ４３ ４６
（％） １００．０ ６．６ １２．７ １６．４ １９．８ ２０．９ １１．４ １２．２

全国 北海道
・東北 関東 北陸 東海 近畿 中国・

四国
九州・
沖縄うち契約

・預託

１ 個人経営（家
族労働主体）

（経営体数） ３２７ ２ ７４ １１３ ２３ ２０ １０ ２１ ６６
（％） ４０．３ ６．５ ３５．２ ４４．７ ５３．５ ４０．０ ４７．６ ３４．４ ３７．９

２ 農事組合法人
（経営体数） ３６ ２０ ７ １３ ０ ４ ０ ８ ４
（％） ４．４ ６４．５ ３．３ ５．１ ０．０ ８．０ ０．０ １３．１ ２．３

３ 有限会社
（LLC法人を
含む）

（経営体数） ２５１ ４ ６８ ７９ １３ ２２ ３ １４ ５２
（％） ３０．９ １２．９ ３２．４ ３１．２ ３０．２ ４４．０ １４．３ ２３．０ ２９．９

４ 合資会社・
合名会社

（経営体数） １４ ０ １ ５ ０ ０ ０ １ ７
（％） １．７ ０．０ ０．５ ２．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．６ ４．０

５ 株式会社
（経営体数） １５０ ５ ５５ ３７ ５ ４ ４ １２ ３３
（％） １８．５ １６．１ ２６．２ １４．６ １１．６ ８．０ １９．０ １９．７ １９．０

６ 農協等の直営
養豚場

（経営体数） ７ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ５
（％） ０．９ ０．０ ０．５ ０．４ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ２．９

７ その他（公益
法人・学校法
人等）

（経営体数） ２７ ０ ４ ５ ２ ０ ４ ５ ７
（％） ３．３ ０．０ １．９ ２．０ ４．７ ０．０ １９．０ ８．２ ４．０

合 計
（経営体数） ８１２ ３１ ２１０ ２５３ ４３ ５０ ２１ ６１ １７４
（％） １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

は８６８経営体（廃業（６８）を含む）であ

る。

② 集計に使用したのは８００経営体である。

③ 経営者の平均年齢は５８．４歳である。地域

別では、最高は「近畿」の６１．４歳、最低

は「中国・四国」の５５．７歳となっている。

●回答数・子取り用雌豚飼養規模別

●回答数・肉豚出荷規模別

経営関係

●経営形態（地域別）
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全国 北海道・東北 関東 北陸 東海 近畿 中国・四国 九州・沖縄

１ 一貫経営
（回答数） ６４１ １７４ ２１８ ３６ ４２ １０ ４４ １１７
（％） ８５．２ ８４．５ ９０．１ ８７．８ ８９．４ ５５．６ ８３．０ ８０．０

２ 繁殖経営
（回答数） ４５ １５ １２ ２ １ １ ５ ９
（％） ６．０ ７．３ ５．０ ４．９ ２．１ ５．６ ９．４ ６．２

３ 肥育経営
（回答数） ９２ ２３ ２１ ４ ５ ７ ５ ２７
（％） １２．２ １１．２ ８．７ ９．８ １０．６ ３８．９ ９．４ １８．６

合 計
（回答数） ７７８ ２１２ ２５１ ４２ ４８ １８ ５４ １５３
（％） １０３．５ １０２．９ １０３．７ １０２．４ １０２．１ １００．０ １０１．９ １０５．５

回答経営体数 （回答数） ７５２ ２０６ ２４２ ４１ ４７ １８ ５３ １４５

回答数 割合（％） 従事者合計 経営体当従事者 最大値 最小値

１ 家族労働（常時） ５５５ ７０．９ １，５０４ ２．７ ２１ １

２ 常勤雇員（社員、契約社員、パート、アルバイト） ４９４ ６３．１ ５，３８５ １０．９ ２００ １

３ 非常勤雇員（必要な日、必要な時間で雇用） ９７ １２．４ ２０６ ２．１ ２０ １

４ その他（豚肉加工・販売など担当） ４２ ５．４ １，０５０ ２５．０ ５７０ １

合 計 １，１８８ １５２ ８，１４５ １０．４ ５８３ １

① 個人経営の割合が４０．５％と最も高く、次

いで有限会社３１．１％、株式会社１８．６％と

なっている。

② 地域別にみると、「東海」を除いてどの

地域も個人経営の割合が高く、「東海」

は有限会社の割合が４４％と高い。

●経営タイプ（地域別、複数回答、回答経営体数＝７５２）

① 経 営 タ イ プ で は、一 貫 経 営 が６４１

（８５．２％）と最も多く、肥育経営が９２

（１２．２％）、繁殖経営４５（６．０％）となっ

ている。

② 一貫経営数は、「近畿」を除く地域では

８０％であり、「関東」９０．１％、「東海」

８９．４％と高い。なお、「近畿」は一貫経

営が５５．６％と低く、その一方で肥育経営

が３８．９％とかなり高い。

●養豚従事者数（複数回答、★回答経営体数＝７８３）

① 養豚従事者数に回答のあった経営体は

７８３で、常勤雇用が最も多く５，３８５人、次

いで家族が１，５０４人、非常勤雇用が２０６

人、その他１，０５０人で、全体で８，１４５人で

ある。

② １経営体当たりの合計平均従事者数は

１０．４人、常時雇用１０．９人、家族労働２．７

人である。
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回答数 割合（％） 年齢回答経営体数 平均年齢

１ 決まっている ２３０ ２８．９ ２２１ ３５．４

２ 対象者はいるが、現在は決まっていない １３９ １７．４ １２２ ２６．４

３ 自分の年齢が若いので考えていない ９４ １１．８ － －

４ 後継者はいない・考えていない １９１ ２４．０ － －

５ 経営形態が後継者と関係がない（株式会社等） １４３ １７．９ － －

合 計 ７９７ １００．０ － －

全国 北海道・東北 関東 北陸 東海 近畿 中国・四国 九州・沖縄

純粋種
（頭） ３８，９４９ ８，４９８ １１，１４４ ６７４ １，０６４ ２５３ ２，０４８ １５，２６８

（％） １３．３ ９．１ １２．３ ６．７ ７．７ １６．８ １３．９ ２２．２

交雑種
（頭） ２５３，７３３ ８４，９５８ ７９，２１０ ９，３４５ １２，７９１ １，２５５ １２，６６２ ５３，５１２

（％） ８６．７ ９０．９ ８７．７ ９３．３ ９２．３ ８３．２ ８６．１ ７７．８

合 計
（頭） ２９２，６８２ ９３，４５６ ９０，３５４ １０，０１９ １３，８５５ １，５０８ １４，７１０ ６８，７８０

（％） １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

地域別割合 （％） １００．０ ３１．９ ３０．９ ３．４ ４．７ ０．５ ５．０ ２３．５

●後継者（★回答経営者数＝７９７）

① 後継者に回答のあったのは７９７経営体で、

「決まっている」が２８．９％で候補者の平

均年齢は３５．４歳、「対象者はいるが、現

在は決まっていない」が１７．４％で対象者

の平均年齢は２６．４歳で、「後継者はいな

い・考えていない」が２４．０％である。

② これを、「自分の年齢が若いので考えて

いない」と「経営形態が後継者と関係が

ない」を除いて計算すると、「決まって

いる」が４１．１％、「対象者はいるが、現

在は決まっていない」が２４．８％で合わせ

て６５．９％となっている。

飼養頭数

●子取り用雌豚（全体頭数、地域別、★回答経営体数＝７６７）

① 子取り用雌豚の全頭数は２９２，６８２頭で、

そのうち純粋種は３８，９４９頭（１３．３％）、

純粋種の割合が高いのは「九州・沖縄」

２２．２％で、これは次の品種割合で示すと

おりバークシャーの割合が高いことによ

る。

② 子取り用雌豚の飼養頭数を地域別にみる

と、「北海道・東北」９３，４５６頭、「関東」

９０，３５４頭、「九州・沖縄」６８，７８０頭の順

に多く、この地域で８６．３％を占めてい

る。
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販 売 月 肉専用種
（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

平成３０年１月確定値
（概算払）

１，９００円 ５０，１００円 ２９，０００円
（―） （４６，１００円） （２５，０００円）

２月確定値
（概算払）

― ７２，３００円 ３１，７００円
（―） （６８，３００円） （２７，７００円）

３月確定値 ― ８４，６００円 ２８，５００円

（表１）全 国

販 売 月 岩手県（日本短角種） 広島県 福岡県 佐賀県 長崎県
平成３０年１月確定値

（概算払）
― ２１，４００円 ４６，５００円 ２２，０００円 １２，０００円
（―） （１７，４００円） （４２，５００円） （１８，０００円） （８，０００円）

２月確定値
（概算払）

― １６，７００円 ４１，２００円 ― ３１，３００円
（―） （１２，７００円） （３７，２００円） （―） （２７，３００円）

３月確定値 ― ２１，３００円 ３２，４００円 ３７，１００円 ３６，３００円

販 売 月 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県
平成３０年１月確定値

（概算払）
２８，５００円 ７６，１００円 ― ― ―
（２４，５００円） （７２，１００円） （―） （―） （―）

２月確定値
（概算払）

３１，７００円 １０３，１００円 ― ３９，８００円 ―
（２７，７００円） （９９，１００円） （―） （３５，８００円） （―）

３月確定値 ５２，８００円 １２１，２００円 ― ２７，０００円 ―

（表２）地域算定県（肉専用種）※

注：各県の算定結果です。

注１：平成２６年度から、四半期の最終月以外に販売された交付対象牛について、肥育牛補塡金の概算払を行うこととしています。精算払に
ついては、四半期の最終月の補塡金交付と合わせて行います。

２：概算払は、配合飼料価格安定制度の当該四半期の補塡金がないと仮定して計算した額より４，０００円／頭を控除した額としています。
ただし、控除した額が１，０００円／頭未満の場合は概算払を行いません。なお、配合飼料価格安定制度の補塡状況については、下記の
ホームページをご参照ください。
一般社団法人全国配合飼料供給安定基金（http://www.esakikin.or.jp/new.html）
一般社団法人全国畜産配合飼料価格安定基金（http://www.tikusankikin.com/hotenkin/index.html）
一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金（http://www.zennikki.or.jp/）

３：平成２９年度地域算定実施県は、岩手県（日本短角種）、広島県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県及び
沖縄県です。

各種補塡金・交付金単価の公表について

１．肉用牛肥育経営安定特別対策事業（牛マルキン事業）の補塡金単価について〔平成３０年１・２・３月分〕

平成３０年１・２・３月に販売された交付対象牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業実
施要綱（平成２８年３月２５日付け２７農畜機第５５８３号）第６の９の補塡金単価（確定値）については、
下記のとおりです。
なお、平成３０年１・２月に販売された交付対象牛に適用する同要綱附則１０の精算払の額につい

ては、下記の確定値と概算払の補塡金単価の差額となります。
記
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黒毛和種 褐毛和種 その他の
肉専用種 乳用種 交雑種

保証基準価格 ３３９，０００ ３０９，０００ ２２１，０００ １３６，０００ ２１０，０００
合理化目標価格 ２８２，０００ ２５９，０００ １５０，０００ ９３，０００ １５２，０００
２９年度
第４四半期

平均売買価格 ７８２，０００ ６０９，２００ ２５２，０００ ２６２，７００ ３９４，５００
補給金単価 ― ― ― ― ―

（表３）肉用子牛の平均売買価格について 単位：円／頭

注１：平成２９年度第４四半期においては、全ての品種について、平均売買価格が保証基準価格を下回らなかったことから、生産者補給金は
交付されないこととなった。

２：また、肉用牛繁殖経営支援事業においては、「その他の肉専用種」について、３６，０００円／頭の肉用牛繁殖経営支援交付金が交付され
ることとなった。

区 分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種

①保証基準価格 ３３９，０００ ３０９，０００ ２２１，０００

②29年度第４四半期平均売買価格 ７８２，０００ ６０９，２００ ２５２，０００

③発動基準 ４６０，０００ ４２０，０００ ３００，０００
④支援交付金単価
（③－②（②＜①の場合は①））×３／４ ― ― ３６，０００

（表４）肉用牛繁殖経営支援事業に係る支援交付金単価 単位：円／頭

注：支援交付金単価の１００円未満は切り捨て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（参考）養豚経営安定対策事業実施要綱 第４の２の⑺のエ養豚補塡金の交付 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�

機構は、⑷のイのアに基づき養豚補塡金の交付対象となる全ての期間の生産者負担金を納付した養豚
事業者に対し、当該交付対象期間中に販売された事業対象肉豚であって、生産者負担金が納付されたも
のの頭数に養豚補塡金単価（養豚補塡金単価の公表より前に見込単価による概算払を希望する養豚事業
者に対して養豚補塡金を交付する場合は見込単価）を乗じて得た額の養豚補塡金を交付するものとする。
また、見込単価による概算払を受けた養豚事業者に対し、当該概算払の額と養豚補塡金単価による額と
の差額を交付するものとする。

２．肉用子牛の平均売買価格〔平成２９年度第４四半期〕

農林水産省は、平成３０年４月２０日官報で、肉用子牛生産安定等特別措置法（昭和６３年法律第９８
号）に基づく肉用子牛生産者補給金制度の平成２９年度第４四半期（平成３０年１月から３月まで）
の平均売買価格及び補給金単価を表３の通り公表しました。

３．肉用牛繁殖経営支援事業に係る四半期別品種区分別支援交付金単価〔平成２９年度第４四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成２９年度第４四半期において販売又は自家保留された肉用子牛に
係る肉用牛繁殖経営支援事業実施要綱第３の４の⑴に規定する支援交付金の単価を表４の通り公
表しました。

４．養豚経営安定対策事業の養豚補塡金単価〔平成２９年度第１～４四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成２９年度第１～４四半期に販売された交付対象の事業対象肉豚に
適用する養豚経営安定対策事業実施要綱第４の２の⑺のアのアの養豚補塡金については、平均粗
収益が平均生産コストを上回ったことから交付しないことを公表しました。
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ハエ取りペットボトルの利用による
畜舎周辺環境整備

東予家畜保健衛生所

ハエの発生を初期から予防しましょう
ハエの防除対策で最も有効なのは、発生源となるふんの除去であり、定期的な除ふんが

最重要ポイントです。
ハエの生態を一般的なイエバエを例にみると、成虫は１匹当たり５０～１５０個、一生の間

に約５００個を産卵します。産卵された卵は春で３日、夏季は約１日ほどでふ化し、幼虫（ウ
ジ虫）の期間に脱皮を２回経てからサナギになり、成虫になります。一旦成虫を増やすと
ネズミ算で爆発的に増えてしまいますので、幼虫の間に防除しておくのが最も効率的で
す。

こまめな除ふんと１週間ごとの堆肥の切り返しを
気温の低い春は１０日（夏場５日）かけて幼虫は成長し、その後１０日（夏場３日）のサナ

ギの期間を経て成虫になります。
成虫は主に水分の多い新鮮なふんに産卵しますので、生ふんを水分の少ない堆肥に混

ぜ、水分を減らすとともに６０℃以上の発酵熱によって卵やふ化幼虫の死滅を図るようにし
ます。
そのためには、除ふんと堆肥舎で行う最初３回の切り返し作業は、夏～秋は１週間ごと

の感覚で行うのが最も適当です。堆肥の発酵熱が表層部を中心に切り返し後２～３日で
ピーク温度に達し、その後徐々に低下することや、表層に産み付けられた卵が孵化して順
次幼虫になることを考えると、今の時期の当初の切り返し間隔はこの間隔がベストです。
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ハエ取りペットボトルの利用による畜舎環境整備
畜舎のハエは、暖かい時期になるにつれて発生が多くなり、周囲に飛散することで苦情

にもつながります。上に述べたように、発生を初期から予防することが重要ですが、発生
してしまった場合の対策として、ハエ取りペットボトルの利用による畜舎環境整備につい
てご紹介します。

作 り 方
①２ℓ容量のペットボトルの上部に１㎝× ５㎝の穴
をあけます、料理酒、酢、砂糖を１：１：１で混
ぜた溶液を底から２～３㎝程度の高さまで入れま
す。さらに、腐敗防止のために少量の食器用洗剤
を加えます。

②ペットボトルの下半分に、目隠し用の紙を巻いて
完成です。

使 い 方
このハエ取り器を畜舎内および周辺に設置することで、ハエを駆除するとともに、周辺

地域への飛散を防止することができます。
周辺環境やハエの種類に合わせて、溶液の材料を混ぜる比率を変えることや、ハエ取り

器をハエの飛ぶ高さに設置するなど、工夫して使ってみてください。
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